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 pH8.5, 2 mM 燐酸buffer に5 m M 2-メルカプトエタノールを入れ沸騰させ、
凍結夜光虫を投入し、5～10分間煮沸した。その混合物をホモジェナイズして遠心
し、熱水抽出液を得た。 
この抽出液と渦鞭毛藻ルシフェラーゼを反応させると発光活性が見られたの
で、抽出液を酢酸エチルと水の分液で分配したところ、酢酸エチル層に発光活性
が見られた。今後、酢酸エチル層から夜光虫のルシフェリンの単離・精製を試み
ている。 
 
